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 要 旨 
背景： 
アルコール使用による障害識別テスト（AUDIT）、アルコールのバイオマーカー双方はアルコ

ール問題のスクリーニングに使用される。本研究の目的は、韓国人において AUDIT スコアとア

ルコールのバイオマーカーに遺伝および環境要因が寄与しているかと検討することである。 
方法： 
本研究は 1,678 人の現在アルコール飲酒者：818 組の韓国人の双子および 860 人の家族を対

象とした。AUDIT 韓国版とアルコールに関するバイオマーカー(ガンマグルタミルトランスフェ

ラーゼ：GGT、アラニンアミノトランスフェラーゼ：ALT、赤血球容積：MCV、トリグリセリ

ド：TG）が検討された。解析は遺伝要因と共通の環境要因と推定するために、分散成分を用い

て実施した。AUDIT スコアとバイオマーカーとの間の遺伝的、環境的相関に関する二変量分析

は、年齢、性別、年齢と性別の相互作用、喫煙状態、アルコール摂取量、BMI、教育歴を調整

して実施した。 
結果： 
遺伝可能性を示す AUDIT スコアはバイオマーカーについては 0.35、0.40、0.71（P<0.001）

であった。AUDIT スコアによるアルコール問題のリスクはバイオマーカーのレベルと男性では

正の相関があった(GGT, MCV,TG)。一方女性では MCV のみ有意であった。AUDIT スコアとバ

イオマーカーの間の遺伝的、環境的な相関は男性では有意であったものの(GGT, MCV)、女性で

は有意ではなかった。 
結論： 

AUDIT スコアとアルコールのバイオマーカーとの間に有意な遺伝的な寄与があった。

AUDIT スコアとアルコールのバイオマーカーの間に有意な遺伝的、環境的関連があったので、

今後の研究ではその関連に影響を与える共通の遺伝子と環境の影響と同定する必要がある。 

 




